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お
い
た
野
菜
な
ど
の
生
ゴ
ミ
、

落
ち
葉
な
ど
を
掘
り
起
こ
し
、

腐
り
具
合
等
を
確
認
し
た
後
、

土
壌
を
採
取
し
て
顕
微
鏡
で
微

生
物
を
観
察
し
ま
し
た
。

　

「
炭
焼
き
体
験
」
で
は
、
折

り
鶴
・
ド
ン
グ
リ
・
マ
ツ
ボ
ッ

ク
リ
な
ど
が
短
時
間
で
炭
に
な

る
こ
と
に
感
動
し
、
ま
た
、「
木

工
ク
ラ
フ
ト
」
で
は
、
次
々
に

ユ
ニ
ー
ク
な
作
品
が
完
成
し
て

い
ま
し
た
。

　

実
施
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
「
空
飛
ぶ
種
子
は
、
是
非

子
供
た
ち
に
作
ら
せ
た
い
」「
炭

焼
き
体
験
は
、
学
校
で
も
出
来

そ
う
」
「
意
外
に
簡
単
に
炭
焼

き
が
出
来
る
」
な
ど
の
感
想
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
学
校
行
事
等
と
重

な
っ
た
関
係
も
あ
り
、
参
加
さ

れ
た
先
生
は
少
数
で
し
た
が
、

森
林
に
対
す
る
意
識
は
大
変
高

く
、
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。
今
後
の
実
施
に
当
た
っ

て
は
、
多
く
の
先
生
に
参
加
い

た
だ
け
る
よ
う
実
施
時
期
等
を

検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

や
皮
に
付
着
し
て
散
布
さ
れ

る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
更
に
、

水
に
浮
い
て
散
布
す
る
種
子
も

あ
り
ま
す
。
さ
や
が
は
じ
け
た

り
、
ド
ン
グ
リ
の
よ
う
に
転

が
っ
て
散
布
す
る
植
物
な
ど
、

植
物
が
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
種

子
を
散
布
す
る
こ
と
を
説
明
し

ま
し
た
。

　

九
月
一
九
日
、
宿
毛
市
立
小

筑
紫
小
学
校
で
本
年
度
三
回
目

の
五
年
生
一
二
名
を
対
象
に
森

林
教
室
「
空
飛
ぶ
種
子
」
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
植
物
の
種
子
が
ど

の
よ
う
な
方
法
を
使
っ
て
種
子

を
散
布
す
る
の
か
学
習
し
ま
し

た
。

　

風
で
回
転
し
な
が
ら
運
ば
れ

る
種
子
も
あ
れ
ば
、
風
に
乗
っ

て
運
ば
れ
る
種
子
も
あ
り
ま

す
。
甘
い
果
実
で
覆
わ
れ
た
種

子
は
、
動
物
に
食
べ
ら
れ
フ
ン

と
一
緒
に
散
布
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
種
子
の
カ
ギ
や
ト
ゲ
な
ど

に
よ
り
通
過
す
る
動
物
の
毛

 

「
空
飛
ぶ
種
子
」

〈
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
〉

　

そ
の
後
、
「
カ
エ
デ
」
「
テ
イ

カ
カ
ズ
ラ
」
「
ア
ル
ソ
ミ
ト
ラ
」

（
東
南
ア
ジ
ア
産
の
ウ
リ
科
の

植
物
）
の
風
や
翼
を
使
っ
て
飛

ぶ
種
子
が
、
実
際
に
ど
の
よ
う

に
飛
ぶ
か
を
実
物
を
使
っ
て
観

察
し
ま
し
た
。

　

大
き
な
翼
を
持
つ
種
子
「
ア

ル
ソ
ミ
ト
ラ
」
が
グ
ラ
イ
ダ
ー

の
よ
う
に
飛
ぶ
様
子
に
「
オ
ー
」

と
驚
い
て
い
ま
し
た
。

　

次
に
、「
ア
ル
ソ
ミ
ト
ラ
」

や
「
マ
ツ
」、「
ニ
ワ
ウ
ル
シ
」「
ラ

ワ
ン
」
の
種
子
の
模
型
を
ス
チ

レ
ン
シ
ー
ト
や
色
紙
等
を
使
っ

て
作
り
ま
し
た
。「
ア
ル
ソ
ミ

ト
ラ
」
の
模
型
を
作
製
中
、
教

室
内
は
「
シ
ー
ン
」
と
静
ま
り

担
任
の
先
生
も
「
ビ
ッ
ク
リ
」、

こ
ん
な
に
教
室
が
静
か
に
な
る

こ
と
は
な
い
と
の
こ
と
。
児
童

全
員
集
中
し
て
模
型
作
り
を
行

い
ま
し
た
。

種
子
の
模
型
製
作
中
（
愛
媛
県
）

埋めた野菜などを観察中（高知県）

「
種
子
の
模
型
製
作
中
」
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最
後
に
、
体
育
館
で
ス
チ
レ

ン
シ
ー
ト
で
作
っ
た
ラ
ワ
ン
の

種
子
模
型
を
輪
ゴ
ム
で
飛
ば
す

と
体
育
館
の
天
井
近
く
ま
で
上

が
り
、
く
る
く
る
と
回
り
な
が

ら
落
ち
て
く
る
様
子
に
「
お
も

し
ろ
い
」
と
何
度
も
飛
ば
し
て

い
ま
し
た
。

　

今
回
の
学
習
を
通
じ
て
、
児

童
の
植
物
や
自
然
に
対
す
る
興

味
へ
の
入
り
口
と
な
っ
て
く
れ

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

八
月
二
七
日
、
当
署
と
徳
島

水
源
林
整
備
事
務
所
と
の
森
林

共
同
施
業
団
地
運
営
会
議
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
徳
島
水
源
林

整
備
事
務
所
と
は
、
平
成
二
一

年
六
月
に
菅
生
地
域
の
協
定
締

結
を
手
始
め
と
し
て
、
三
好
市

 

森
林
共
同
施
業
団
地

     

運
営
会
議
を
開
催 

〈
徳
島
森
林
管
理
署
〉

東
祖
谷
樫
尾
地
域
・
三
好
市
東

祖
谷
菅
生
（
五
郎
谷
）
地
域
の

三
地
域
で
森
林
共
同
施
業
団
地

協
定
を
結
び
、
双
方
一
体
と

な
っ
て
森
林
整
備
を
進
め
て
来

ま
し
た
。
当
日
は
、
平
成
二
五

年
度
の
整
備
計
画
の
進
捗
状

況
、
平
成
二
六
年
度
以
降
の
事

業
計
画
、
事
業
実
行
上
の
課

題
、
最
近
の
林
業
情
勢
等
に
つ

い
て
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

森
林
整
備
の
進
捗
等
に
つ
い

て
は
、
協
定
に
基
づ
き
順
調

に
進
ん
で
い
る
こ
と
が
確
認
で

き
ま
し
た
。
会
議
で
関
心
が
高

か
っ
た
の
は
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
被

害
対
策
の
問
題
で
あ
り
、
徳
島

水
源
林
整
備
事
務
所
と
し
て

は
、
シ
カ
除
け
ネ
ッ
ト
、
メ
ッ

シ
ュ
チ
ュ
ー
ブ
等
を
使
用
し

た
取
組
み
を
行
っ
て
い
る
が
、

「ラワンの種子の模型を飛ばす」

森林共同施業団地運営会議
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ネ
ッ
ト
補
修
や
、
改
植
を
繰
り

返
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。
お
互
い
ニ
ホ
ン
ジ
カ
被
害

へ
の
対
策
に
苦
慮
し
て
い
る
こ

と
を
認
識
し
ま
し
た
。

　

国
有
林
側
か
ら
は
、
最
近
の

林
業
情
勢
や
、
国
有
林
野
事
業

の
一
般
会
計
移
行
に
つ
い
て
説

明
を
行
い
、
森
林
管
理
署
の
新

た
な
体
制
や
新
設
さ
れ
た
森
林

技
術
指
導
官
、
地
域
林
政
調
整

官
の
職
務
内
容
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
本
年
三
月
に
徳
島
水

源
林
整
備
事
務
所
と
協
定
を
結

ん
だ
「
六
丁
地
域
の
路
網
整
備

等
に
関
す
る
協
定
書
」
を
さ
ら

に
発
展
さ
せ
、
現
在
、
徳
島
県

林
業
公
社
・
徳
島
県
農
林
水
産

部
と
協
定
を
結
ん
で
い
る
「
六

丁
地
域
森
林
整
備
の
推
進
に
関

す
る
協
定
書
」
と
一
本
化
を
図

か
っ
た
囲
い
わ
な
等
の
設
置
場

所
へ
移
動
し
て
、
請
負
事
業
者

で
あ
る
香
美
猟
友
会
会
員
の
笹

岡
明
富
さ
ん
か
ら
、
囲
い
わ
な

の
入
り
口
開
閉
の
仕
掛
け
、
餌
、

捕
獲
後
の
埋
却
等
に
つ
い
て
、

厳
冬
期
の
作
業
等
苦
労
話
も
交

え
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
参
加

者
か
ら
は
、
「
ネ
ッ
ト
使
用
や

規
模
が
大
き
い
こ
と
が
シ
カ
の

警
戒
心
を
抑
え
捕
獲
に
有
効
な

の
で
は
」
「
仕
掛
け
を
含
む
わ

な
の
設
置
が
安
価
で
簡
易
」
等

大
変
参
考
に
な
っ
た
と
の
声
が

あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
嶺
北
署
、
安
芸
署
か

ら
参
加
し
た
森
林
技
術
指
導
官

は
今
後
の
捕
獲
作
業
の
参
考
に

し
た
い
と
の
意
気
込
み
で
、
笹

岡
さ
ん
に
熱
心
に
質
問
し
、
囲

い
わ
な
の
入
り
口
開
閉
の
仕
掛

け
な
ど
を
カ
メ
ラ
に
記
録
し
て

い
ま
し
た
。

　

わ
な
を
設
置
し
て
い
る
三
嶺

地
区
は
、
視
察
参
加
機
関
等
が

連
携
し
て
ニ
ホ
ン
ジ
カ
被
害
対

策
に
当
た
っ
て
い
ま
す
が
、
被

害
が
沈
静
化
し
な
い
状
況
に
あ

る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
機
会
を

捉
え
、
関
係
機
関
等
と
の
連
携

に
努
め
、
効
果
的
な
被
害
対
策

を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

こ
の
視
察
は
、
当
署
が
、
平

成
二
四
年
度
か
ら
設
置
し
て
い

る
シ
カ
防
護
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

た
大
型
囲
い
わ
な
の
捕
獲
実
績

が
高
い
こ
と
か
ら
、
高
知
県
鳥

獣
対
策
課
等
か
ら
、
ぜ
ひ
視
察

し
た
い
と
の
要
請
を
受
け
実
施

し
た
も
の
で
す
。

　

当
日
、
午
前
一
〇
時
に
東
笹

林
道
の
ゲ
ー
ト
近
く
の
広
場
に

集
合
し
、
森
林
技
術
指
導
官
が

管
内
概
要
に
よ
り
当
署
の
あ
ら

ま
し
と
平
成
二
三
年
度
か
ら
実

施
し
て
い
る
ニ
ホ
ン
ジ
カ
捕
獲

作
業
（
囲
い
わ
な
・
箱
わ
な
）〈
請

負
事
業
者
、
香
美
猟
友
会
〉
に

つ
い
て
、
設
置
箇
所
、
囲
い
わ

な
の
大
き
さ
、
場
所
の
選
定
方

法
、
平
成
二
四
年
度
の
捕
獲
実

績
（
四
一
頭
）
に
つ
い
て
説
明

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
捕
獲
実
績
の
高

り
、
大
規
模
団
地
化
す
る
方
向

で
の
検
討
を
行
う
こ
と
を
確
認

す
る
な
ど
収
穫
の
多
い
会
議
と

な
り
ま
し
た
。

高
知
県
鳥
獣
対
策
課
等
が

ニ
ホ
ン
ジ
カ
捕
獲
作
業
〈
囲

い
わ
な
・
箱
わ
な
〉
を
視
察

〈
高
知
中
部
森
林
管
理
署
〉

　

八
月
五
日
、
高
知
県
鳥
獣
対

策
課
、
香
美
市
役
所
産
業
振
興

課
、
Ｊ
Ａ
土
佐
香
美
、
香
美
猟

友
会
、
三
嶺
の
森
を
ま
も
る
み

ん
な
の
会
、
嶺
北
署
、
安
芸
署
、

局
技
術
普
及
課
の
総
勢
一
六

名
が
、
当
署
の
森
林
技
術
指
導

官
の
案
内
で
香
美
市
物
部
町

安
野
山
国
有
林
二
八
林
班
外

に
八
箇
所
設
置
し
て
い
る
囲

い
わ
な
・
箱
わ
な
を
視
察
し
ま

し
た
。

　

視
察
の
様
子


